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 Ⅰ．研究の背景  
戦後のわが国の留学生受入れ政策は，
1983 年の『21 世紀への留学生政策に関す
る提言』を受け，「留学生 10 万人計画」か  
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【結果】回収数は 153 名，回収率および有効回答率 66.8％であった。平均年齢は
22.8±3.3 歳，在日期間は平均 16.1±17.3 か月であった。月経の知識 (10 項目 10
点満点 )は平均 5.8±2.3 点で，月経に関して気になることがある女性が 79.7％いた。
























がある(井上 ,2001;伊藤 ,1998)。  














































WHOQOL26 を用いて測定した  (田崎・


















した(範囲 1－5 点)。  




















回収数は 153 名(回収率 66.8％)で，基本
属性について記載があった 153 名を有効回
答  (有効回答率 66.8％) とした。  
2．対象の属性  




語学校 89 名(58.2％)であった。  
 
 
在日期間の平均±SD は 16.1±17.3 か月，







が 17 名(11.1％)であった。  
現在日本語に不自由を感じていると回答
した女性は 94 名(61.4％)であった(図 2)。  
中国で性教育を受けたと回答した女性は






験がある女性は 64 名(41.8％)であった。  
4．月経に関する知識と行動  
月経に関する知識について，10 項目 (1



















梅毒以外の 9 疾患についての認知は 40％
未満であった(図 5)。また，性感染症に関す
る知識得点 (25 項目 25 点満点 ) の平均±










「明るい」41 名 (26.8％ )，「はずかしい」
59 名(38.5％)，「こわい」96 名(62.7％)，「痛
そう」81 名(52.9％)，「いやらしい」108 名   
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　表２　性感染症に関する知識の正答率      n=153
　　　　　　項　目　 ｎ ％
1 日本のHIV(エイズ)ウイルス感染者数は増加している（正） 59 38.6
2 HIV(エイズ)ウイルス感染者と一緒にプールや風呂に入るとHIV(エイズ)ウイルスに感染する（誤） 92 60.1
3 HIV(エイズ)ウイルス感染者を刺した蚊や虫に刺されると、HIV(エイズ)ウイルスに感染する（誤） 54 35.3
4 HIV（エイズ）ウイルスに感染している妊婦から、赤ちゃんにHIV(エイズ)ウイルスが感染する（誤） 119 77.8
5 口を使った性行為で、口から性器に性感染症が感染する（正） 38 24.8
6 口を使った性行為で、性器から口に性感染症が感染する（正） 44 28.8
7 性感染症にかかっていると、HIV(エイズ)ウイルスに感染しやすい（正） 70 45.8
8 健康に見えても、HIV(エイズ)ウイルスに感染していることがある（正） 99 64.7
9 性感染症の原因となる病原体に感染すると、必ず症状がでる（誤） 54 35.3
10 性感染症には、身体の特徴から、女性より男性の方が感染しやすい（誤） 30 19.6
11 性感染症は、不妊や流産・早産の原因になる（正） 92 60.1
12 コンドーム使用は、HIV(エイズ)ウイルス感染の予防になる（正） 83 54.2
13 コンドーム使用は、性感染症の感染の予防になる（正） 87 56.9
14 HIV(エイズ)検査は、感染後数日たてば感染しているかどうかわかる（誤） 38 24.8
15 性感染症の検査は、感染後数日たてば感染しているかどうかわかる（誤） 31 20.3
16 保健所では、名前を言わずにHIV(エイズ)検査ができる（正） 34 22.2
17 保健所では、無料でHIV(エイズ)検査ができる（正） 31 20.3
18 保健所では、無料でHIV(エイズ)の薬がもらえる（誤） 21 13.7
19 月経中のSexは、HIV(エイズ)ウイルスに感染しやすい（正） 49 32.0
20 月経中のSexは、性感染症に感染しやすい（正） 85 55.6
21 HIV(エイズ)ウイルスの感染は治療によって完全に治る（誤） 92 60.1
22 性感染症は、治療によって完全に治る（誤） 43 28.1
23 コンドームは使用期限がある（正） 104 68.0
24 コンドームは財布に入れて持ち歩くとよい（誤） 36 23.5








均±SD は 3.3±0.3 点あった。各領域点  (範
囲 1－5 点) の平均±SD は，身体的領域 3.3
±0.4，心理的領域 3.4±0.5，社会的関係
































梅毒以外の 9 疾患についての認知が 40％
未満と低かった。性感染症疾患の認知や性
感染症に関する知識は，同調査内容であっ


















































































学術集会，18th EAFONS にて発表した。  
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